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一般会計　歳　入　７６億４,１１１万円
　　　　　歳　出　７０億３,１３３万円
特別会計　７会計　認定

監査委員の意監査委員の意見見
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9月8日
▼

9月21日

◆　平成１７年度決算について
　　　帳票及び諸帳簿等よく整理され会計、経理は適正であった。
◆　資金の債券運用で利子収入の増加は好ましいことであり、慎重に運用を望む。
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融
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温泉施設　33
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（千万円）（千万円）

温泉施設　32

北部簡易水道　9農業集落排水　32 南部簡易水道　4

歳出
123億円
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池
田
温
泉
は
町
外
の
利

用
者
が　

％
あ
り
、
そ

８４

の
利
用
者
に
も
支
え
ら
れ
て
い

る
。「
町
民
の
福
祉
」だ
け
で
な

く
近
隣
の
温
泉
と
も
競
合
・
共

生
し
て
収
益
を
上
げ
て
こ
そ
真

の
池
田
町
の
為
に
な
る
。
４
月

か
ら
高
齢
割
引
者
は
２
５
０
円

と
な
り
そ
の
６
割
の
方
は
本
館

へ
入
ら
れ
る
が
本
館
利
用
者
は

前
年
の
８
％
減
。
料
金
を
下
げ

れ
ば
利
用
者
が
増
え
る
わ
け
で

は
な
い
。
ま
た
、
議
会
に
は
諮

ら
れ
な
か
っ
た
が
町
内
の
身
障

者
特
別
割
引
２
５
０
円
を
同
じ

く
４
月
か
ら
町
外
の
障
害
者
も

対
象
と
な
っ
た
。

　

選
挙
の
あ
る
人
（
町
長
・
議

員
）
は
事
業
経
営
よ
り
、
住
民

の
要
望
に
反
応
し
、
任
期
４
年

と
い
う
狭
い
視
野
に
陥
り
が
ち

だ
。
池
田
温
泉
が　

年
先
に
も

２０

栄
え
る
為
に
は
、
毎
日
現
場
で

お
客
様
と
接
す
る
プ
ロ
の
経
営

者
が
必
要
で
は
な
い
か
。

公
共
福
祉
の
観
点
か
ら

行
政
に
し
か
で
き
な
い

特
色
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い

く
。

池
田
町
の
農
地
は
法
的

に
は
ど
こ
で
も
宅
地
変

更
で
き
る
。
現
在
の
野
放
図
な

土
地
利
用
の
ま
ま
で
は
、
優
良

農
地
は
少
な
く
な
り
細
切
れ
に

な
り
、
こ
れ
か
ら
の
集
約
農
業

は
や
り
に
く
い
。
下
水
道
等
社

会
整
備
も
宅
地
が
バ
ラ
バ
ラ
で

膨
大
な
お
金（
税
金
）が
か
か
る
。

景
観
も
魅
力
が
失
せ
て
、
ひ
い

て
は
土
地
の
値
う
ち
が
下
が
っ

て
い
く
。
ど
こ
の
市
も
、
健
全

に
発
展
し
秩
序
あ
る
整
備
が
で

き
る
よ
う
都
市
計
画
を
引
い
て

い
る
。
池
田
町
も
都
市
計
画
の

研
究
を
す
べ
き
だ
。

農
業
委
員
会
に
検
討
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
過

去
の
流
れ
も
考
え
担
当
の
３
課

で
「
農
地
ゾ
ー
ン
」
の
保
全
な

ど
検
討
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。

●池田温泉の経営は民間のプロに

●都市計画は必要

農
地
は
虫
喰
い
状
態

窪田弘子
議員　

池
田
温
泉
に
つ
い
て

Ａ

Ｑ

Ｑ

減ってゆく優良農地（農業振興＝農振）
　　　　農振農用地域　８５５ha
　　　　１０年間（平成８〜１７年）に宅地変更した所　４０ha（４.５％）
　　　　農振除外地域　１,４４３ha

Ａ

池田町農業振興区域図 平成１８年３月
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二
期
目
を
め
ざ
す
町
長

と
し
て
、
体
制
強
化
の

た
め
組
織
改
革
が
必
要
で
は
な

い
か
。
副
町
長
制
度
を
導
入
し

町
長
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
た
ら

い
か
が
か
。
外
部
か
ら
の
招 
聘 へい

等
、
今
か
ら
熟
慮
さ
れ
て
は
。

自
治
法
の
改
正
に
よ
り

助
役
に
替
わ
る
副
町
長

制
の
活
用
も
考
え
、
収
入
役
・

出
納
長
が
廃
止
と
な
る
の
で
、

行
革
の
一
環
と
し
て
、
来
年
４

月
以
降
は
臨
み
た
い
。

公
務
員
は
立
派
な
人
だ

と
い
う
認
識
が
一
般
住

民
に
あ
る
中
、
も
っ
と
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
努
め
、
能
力
査
定
、

目
標
管
理
、
年
功
序
列
の
廃
止

等
人
事
も
含
め
て
新
鮮
さ
が
活

力
を
生
む
と
思
う
が
。

目
標
を
設
定
、
自
己
査

定
と
倫
理
観
も
含
め
て

評
価
し
、
意
識
改
革
の
徹
底
、

年
功
序
列
の
廃
止
で
優
秀
な
職

員
を
登
用
し
て
い
き
た
い
。

七
月
に
発
覚
し
、
県
政

を
ゆ
さ
ぶ
っ
た
裏
金
問

題
は
、
町
に
は
無
い
と
明
言
で

き
る
か
。全

庁
体
制
で
チ
ェ
ッ
ク

し
た
が
無
い
。
職
員
の

意
識
改
革
の
徹
底
、
内
部

チ
ェ
ッ
ク
の
充
実
等
人
事
管
理

を
し
て
い
く
。

道
路
周
辺
の
美
化
、
交

通
支
障
対
策
は
。

樹
木
の
伐
採
、
雑
草
の

刈
取
等
で
対
処
す
る
。

道
路
整
備
に
基
準
は
あ

る
の
か
。

農
道
３
ｍ
巾
の
も
の
は

軽
舗
装
、
防
塵
舗
装
で

の
対
応
も
考
え
ら
れ
る
。

道
路
の
白
線
消
え
等
美

観
が
悪
い
。
砂
利
採
取

後
の
出
入
口
の
白
線
消
え
は
誰

が
元
に
復
元
す
る
の
か
。

業
者
が
元
に
復
元
す
る

よ
う
指
導
す
る
。

樹
木
に
病
害
虫
の
発
生

が
多
く
、
毛
虫
の
新
種

で
外
来
種
で
は
な
い
か
、
そ
の

対
策
は
。ア

メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

の
幼
虫
で
年
三
回
発
生

す
る
。
池
田
小
学
校
、
三
町
大

橋
の
桜
に
大
量
発
生
し
た
。
そ

の
為
、
消
毒
等
を
指
示
し
た
。

●組織改革による活性化

●道路整備について

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ｑ

牧村　隆
議員　

組
織
改
革
に
よ
る
活
性
化

道
路
整
備
に
つ
い
て

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ａ ＱＱ

Ｑ

白線が消えてる

池田小学校正門付近の桜

交差点周辺の雑草
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高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

は
、
毎
日
の
生
活
習
慣
に
起
因
す

る
。
再
来
年
か
ら
は
、
四
十
歳
以

上
の
基
本
検
診
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群
、
発
見
の
ウ
エ
ス
ト
検
診

が
導
入
さ
れ
る
が
、
今
ま
で
以
上

に
啓
発
・
啓
蒙
の
予
防
対
策
を
進

め
ら
れ
な
い
か
。

「
食
生
活
改
善
推
進
委
員

会
」
を
通
じ
て
モ
デ
ル
地

区
事
業
を
考
え
て
い
る
。
毎
年
７

月
の
基
本
検
診
の
結
果
に
よ
り
保

健
セ
ン
タ
ー
で
個
別
指
導
を
行
っ

て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
ら

せ
な
が
ら
支
援
体
制
を
組
ん
で
い

き
た
い
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら

れ
て　

年
間
、
年
中
行
事

12

と
し
て
定
着
し
て
き
た
が
、
イ
ベ

ン
ト
化
の
中
で
肝
心
の
企
画
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
薄
れ
て
い
な
い

か
？
健
康
管
理
を
前
面
に
打
ち
出

す
工
夫
を
求
め
た
い
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

骨
密
度
・
体
脂
肪
・
血
液

濃
度
へ
の
関
心
は
高
い
の

で
今
後
も
続
け
た
い
。
今
年
か
ら

ゆ
と
り
を
持
っ
た
事
業
運
営
を
考

慮
し
た
い
。

岐
阜
県
の
裏
金
問
題
は
行

政
に
対
す
る
信
頼
を
失
わ

せ
た
恥
ず
べ
き
問
題
。
透
明
・
公

平
な
行
政
運
営
に
は
情
報
公
開
と

住
民
参
加
が
原
則
で
あ
る
。
町
で

は
裏
金
作
り
を
防
ぐ
体
制
は
あ
る

の
か
。
町
長
・
議
長
は
検
討
を
待

た
な
い
で
自
ら
の
交
際
費
を
公
開

す
べ
き
で
は
？

事
務
事
業
の
検
査
、
審
査
、

確
認
体
制
、
部
長
・
課
長
・

係
長
で
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
。

行
政
の
情
報
は
で
き
る
だ
け
公
開

し
て
い
き
た
い
。
自
分
の
交
際
費

も
公
開
す
る
。

長
寿
者
の
氏
名
公
表
は
、

政
府
は
本
人
了
解
以
外
は

自
重
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
が
、

町
は
ど
う
な
の
か
？

政
府
見
解
を
参
考
に
本
人

の
了
解
を
得
る
配
慮
が
必

要
。

●生活習慣病の予防対策の徹底を！
●情報公開は、まず町長交際費の
　公開から！

生
活
習
慣
病
予
防
は
、

早
期
発
見
・
早
期
予
防
！

「
健
康
・
福
祉
フ
ェ
ア
」
に

一
層
の
健
康
Ｐ
Ｒ
を
！

倉地幸子
議員　

町
の
情
報
公
開
・
裏
金
防
止

の
チ
ェ
ッ
ク
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
？

ＱＡＱ

ＡＱＡＱＡ

BMI＝体重（kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
この指数が２２の時、一番病気にかかり
にくいとされている標準値 。　
１８.５ 低体重　１.５〜２５　普通体重
２５〜３０ 肥満度１度
３０〜３５ 肥満度２度
３５〜４０ 肥満度３度

発病率が2倍に！
BMI＞25→高血圧、高中性脂肪血症
BMI＞27→糖尿病
BMI＞29→高コレステロール血症

〜自分の体に関心を持ちましょう〜

【メタボリック症候群】とは？
　内臓脂肪症候群とも呼ばれる複合生活習慣病のこと。
　１９８０年代に入って増加の一途。予備軍を合わせると４人に１人。

【メタボリック症候群】の診断の基準は？
　■内臓脂肪の蓄積をおへそまわりで測る・・・・・
　　　男性＞＝８５センチ以上　　　女性＞＝９０センチ以上
　■内臓脂肪面積・・・・男女とも＞＝１００平方センチメートル
　■上記に加えて・・・・（下の項目の中から２つ）
　　・中性脂肪＞＝１５０ mg/dl
　　　または、低HDLコレステロール血症＜４０ mg/dl
　　・最大血圧＞＝１３０ｍｍHｇ
　　・または、最小血圧＞＝８５ mmHg
　　・空腹時高血糖＞＝１１０ mg/dl
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二
期
目
に
挑
戦
す
る
岡

崎
町
政
の
課
題
・
目
標

は
何
か
？少

子
化
問
題
、
雇
用
の

場
の
確
保
、
防
災
上
の

安
全
問
題
、
公
共
下
水
の
効
率

的
推
進
。
八
幡
地
区
の
児
童

館
・
学
童
保
育
の
施
設
整
備
。

（
仮
称
）梅
谷
ト
ン
ネ
ル
の
早
期

開
通
、
池
田
温
泉
を
中
心
と
し

た
道
の
駅
の
整
備
、
健
康
ま
ち

づ
く
り
、
行
財
政
改
革
の
一
層

の
推
進
（
指
定
管
理
の
検
討
）。

近
鉄
の
存
続
問
題
な
ど
。

い
こ
い
の
森
公
園
の
整

備
は
周
辺
の
土
地
と
一

体
的
に

住
宅
地
域
と
い
う
用
途

指
定
が
あ
れ
ば
区
画
整

理
に
補
助
さ
れ
る
が
、
減
歩
率

も
多
く
全
地
権
者
の
同
意
が
必

要
な
ど
大
き
な
問
題
も
あ
る
。

障
害
者
の
自
立
支
援
法

で
原
則
一
割
負
担
が
導

入
さ
れ
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

施
設
利
用
を
止
め
る
ケ
ー
ス
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
ふ
れ
あ
い

の
家
で
も
適
用
さ
れ
る
と
工
賃

よ
り
負
担
の
ほ
う
が
多
く
な
る
。

利
用
料
を
軽
減
さ
れ
た
い
。

ふ
れ
あ
い
の
家
に
つ
い

て
は
安
心
し
て
施
設
が

利
用
で
き
る
よ
う
関
係
者
と
協

議
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

（
仮
称
）梅
谷
ト
ン
ネ
ル

の
池
田
工
区
の
工
事
が

ま
も
な
く
完
了
す
る
。
早
期
に

全
線
開
通
す
る
よ
う
働
き
か
け

よ
。
交
通
量
調
査
結
果
は
。

交
通
量
（
別
表
）
が
多

く
な
っ
て
お
り
、
ト
ン

ネ
ル
が
開
通
す
れ
ば
さ
ら
に
多

く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。
池
田

温
泉
も　

周
年
に
な
る
の
で
イ

１０

ベ
ン
ト
を
考
え
集
客
を
図
り
た

い
。

県
の
裏
金
問
題
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。
裏

金
の
捻
出
は
旅
費
や
食
料
費
が

大
部
分
。
し
か
も
、
情
報
公
開

条
例
制
定
後
も
一
億
円
近
く
捻

出
さ
れ
る
な
ど
問
題
が
あ
る
。

不
正
な
経
理
操
作
で
捻

出
、
さ
ら
に
隠 
蔽 
し
県

ぺ
い

民
の
信
頼
を
裏
切
っ
た
。
県
の

不
祥
事
を
教
訓
に
気
持
ち
を
引

き
締
め
て
町
政
運
営
に
あ
た
り

た
い
。　　

●裏金問題　町は大丈夫か！？

●旅費・食糧費を含め行革を断行

Ａ

ＱＡＱ

Ｑ

野網義一
議員　

Ａ

Ａ Ｑ

Ａ

Ｑ
（仮称）梅谷トンネル。車道の舗装も終了

指定管理が検討されている施設
福祉ふれあいセンター

施設の名称

児童館
児童クラブ
農村公園
農産物加工所
大津谷公園
霞間ヶ渓公園
池田温泉
中央公民館
地区公民館
さくら会館
ゆうごう・ほっと館
総合体育館
霞間ヶ渓スポーツ公園
池田公園
地区ゲートボール場
地区多目的広場
図書館

平日（H１８.７.２１）
台　　数調査地点
４１０①
１,９６９②
４２０③
７９④
７３⑤

１,８０６⑥
６９⑦
９⑧

４,８３５計

平日（H１８.７.３０）
台　　数調査地点
８０２①
２,４１４②
６８５③
１４９④
１０３⑤
２,０１４⑥
４００⑦
４６⑧

６,６１３計

池田温泉
（新館）

①
②

③
④

⑤⑥

⑧

⑦ P

県道岐阜・関ヶ原線等交通量調査結果

※食糧費から保育園の給食賄い材料費と
敬老会の賄いは除いてあります

県道岐阜・関ヶ原線等交通量調査結果

旅費・食糧費・交際費の推移

平成１７年度平成１１年度
１０,２４１２３,９０３旅　費
４０６２,９４９　　内議会
７,１４４１０,８４０　　内消防
４,９００５,９１３食糧費
１,５５３２,０５６　　内消防
１,１８３２,１１５交際費

単位：千円
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Ｑ　

屋
外
消
火
栓
が
備
え
付
け
の
ハ
ン
ド
ル

で
開
栓
出
来
な
い
程
固
い
個
所
が
多
く
あ

る
。
区
の
管
理
だ
け
で
な
く
消
防
団
等
も

点
検
整
備
を
す
る
体
制
を
望
む
。

Ａ　

給
油
、
開
栓
調
整
、
冬
期
対
策
等
、
消

防
団
、
消
防
署
、
区
等
各
団
体
に
協
力
を

依
頼
し
て
い
く
が
、
自
主
防
災
組
織
の
活

動
内
容
に
も
関
係
が
あ
り
、
改
め
て
一
斉

確
認
を
や
り
た
い
。

Ｑ　
　

年
度
交
通
死
亡
事
故
は
３
件
と
増
え

17
て
い
る
。
過
去
の
要
因
等
何
か
傾
向
が
あ

る
か
。

Ａ　

２
月
に
発
行
し
た
交
通
事
故
多
発
場
所

マ
ッ
プ
で
示
し
た
が
、
過
去
に
発
生
し
た

所
で
は
な
い
が
、
各
地
区
で
危
な
い
所
が

あ
れ
ば
随
時
警
告
と
か
、
看
板
等
の
設
置

を
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

池
田
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス

数
が
7
万
7
千
件
増
加
し
て
い
る
が
、
入

口
が
色
々
あ
り
複
雑
で
あ
る
。

Ａ　

池
田
町
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
内
容
が
十

分
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

修
正
出
来
る
よ
う
計
画
を
し
て
い
る
。

Ｑ　

消
防
車
輌
の
更
新
に
つ
い
て
、
高
額
な

支
出
で
も
あ
り
、
一
律　

年
の
更
新
は
無

15

駄
に
思
え
る
。
時
期
の
見
直
し
等
考
え
ら

れ
た
い
。

Ａ　

部
品
の
交
換
、
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
等
で

延
命
し
て
い
る
が
、　

年
も
す
る
と
部
品

15

の
入
手
が
困
難
と
な
っ
て
く
る
。
非
常
時

態
勢
を
考
え
て
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ　

納
税
滞
納
整
理
の
一
環
と
し
て
、
差
押

え
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
に
取
り
組

ま
れ
た
が
、
感
想
、
反
応
、
結
果
、
今
後

の
方
針
は
ど
う
か
。

Ａ　

今
回
は
動
産
を　

点
行
っ
た
。
応
募　

10

36

件
と
少
な
く
、
観
賞
石
、
花
瓶
、
特
殊
な

機
械
等
の
４
点
が
落
札
さ
れ
た
。
税
務
課

職
務
と
し
て
、
住
民
に
収
納
方
針
に
対
し

て
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
出
来
た
。
今
後
も
機

会
が
あ
れ
ば
実
施
し
た
い
。
ま
た
、
不
動

産
に
つ
い
て
も
準
備
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　

医
療
保
険
健
康
保
険
法
の
改
正
に

よ
る
医
療
費
の
自
己
負
担
が
変
わ
る
。

町
民
に
は
広
報
等
で
の
説
明
を
充
分

に
し
た
ら
ど
う
か
。

Ａ　
　

歳
以
上
の
方
が
所
得
控
除
が
な

70
く
な
っ
た
り
大
変
負
担
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
広
報
以
外
に
も
チ
ラ
シ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
周
知
し
て
い
く
。

Ｑ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
業
務

で
事
業
費
１
億
１
千
万
円
の
内
訳
は
。

Ａ　

就
業
人
員
2
3
4
名
で
職
種
は
大

口
で
民
間
会
社
派
遣
が
約 
／ 
を
占

め
、
他
は
清
掃
、
除
草
、
剪
定
作
業

等
で
あ
る
。

Ｑ　

国
保
税
の
滞
納
が
年
々
ふ
え
て
い

る
が
。

Ａ　

強
調
月
間
等
で
、
滞
納
整
理
を
し

て
収
納
率
は
上
が
っ
て
来
て
い
る
が
、

前
年
比
1
・
2
%
増
で　

・
3
%
、

90

滞
納
者
は
倒
産
と
か
生
活
困
窮
者
が

主
。
５
年
の
時
効
で
、　

年
度
決
算

１７

で
は
8
8
4
万
円
不
納
欠
損
。

Ｑ　

総
合
体
育
館
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
の
空
調
管
理
は
。

Ａ　

ス
ポ
ー
ツ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
な
ど
で
涼
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
。
基
準
温
度
で
設
定
し
て
い

る
為
、　

度
以
下
は
問
題
あ
り
。

23

Ｑ　

地
域
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
施

設
建
設
事
業
振
興
補
助
金
と
は
。

Ａ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
と
し
て
建

設
す
る
計
画
に
つ
き
県
振
興
補
助
金

1
5
0
0
万
円
、
西
濃
圏
域
の
別
枠

で
い
た
だ
け
た
の
で
北
池
野
で
利
用

す
る
。

1
2

◎
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
平
成　

年
度
決
算
の
認
定

１７

　

・
一
般
会
計

◎
平
成　

年
度
補
正
予
算

１８

　

・
一
般
会
計

付 託 案 件

漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁

９月１１日開催

民
生
文
教
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

９月１５日開催

総　

務　

委　

員　

会

総　

務　

委　

員　

会

主
な
審
査
の
内
容

主
な
審
査
の
内
容

◎
福
祉
医
療
費
助
成
の
改
正

◎
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

◎
平
成　

年
度
決
算
の
認
定

１７

　

・
一
般
会
計

　

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

・
老
人
保
健
特
別
会
計

◎
平
成　

年
度
補
正
予
算

１８

　

・
一
般
会
計

　

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

・
老
人
保
健
特
別
会
計

付 託 案 件
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Ｑ　

宅
地
開
発
の
道
路
は
寄
付
採
納
し

て
い
る
の
か
。

Ａ　

全
て
寄
付
採
納
を
受
け
、
道
路
認

定
し
て
い
る
。

Ｑ　

一
間
幅
の
町
道
は
ど
う
整
備
す
る

の
か
。

Ａ　

都
市
計
画
も
導
入
さ
れ
、
家
を
建

て
る
際
に
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
て
幅
を

広
げ
る
。

Ｑ　

池
田
温
泉
近
く
の
交
通
量
調
査
の

結
果
は
ど
う
か
。

Ａ　

７
月　

日
、
平
日
の
小
雨
で
４
８

２１

３
５
台
、
７
月　

日
、
休
日
で
６
６

３０

１
３
台
、
い
ず
れ
も
午
前
７
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
行
っ
た
。

Ｑ　
「
い
こ
い
の
森
」整
備
計
画
の
進
展

に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

早
い
時
期
に
委
員
会
を
開
催
し
詰

め
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

町
営
住
宅
の
管
理
と
使
用
料
の
滞

納
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ　

老
巧
化
の
進
む
住
宅
入
居
者
に
は

願
成
寺
住
宅
へ
の
住
み
替
え
を
促
し
、

滞
納
の
改
善
に
つ
い
て
は
今
後
も
努

力
し
て
い
く
。

Ｑ　

土
地
利
用
型
農
業
と
は
ど
ん
な
農

業
か
。

Ａ　

麦
の
あ
と
に
大
豆
な
ど
の
作
付
を

拡
大
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

Ｑ　

市
街
地
の
駐
車
場
に
補
助
金
が
出

て
い
る
が
本
当
に
必
要
か
。

Ａ　

利
用
の
実
態
を
調
べ
て
み
る
。

Ｑ　

霞
間
ヶ
渓
公
園
の
小
僧
ヶ
滝
に
行

く
道
の
崩
落
土
砂
を
取
り
除
け
な
い
か
。

Ａ　

地
元
関
係
六
区
と
協
議
を
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

燃
料
費
が
高
く
な
っ
た
が
温
泉
で

は
影
響
は
な
い
か
。

Ａ　

開
店
一
時
間
前
、
ボ
イ
ラ
ー
二
基

同
時
に
運
転
し
て
い
た
が
、
一
基
で

交
互
に
運
転
し
節
約
し
て
い
る
。

Ｑ　

害
虫
が
桜
の
葉
を
食
べ
尽
く
し
て

い
る
が
防
除
は
ど
う
か
。

Ａ　

各
施
設
や
学
校
等
は
防
除
の
対
応

を
し
て
い
る
。

Ｑ　

杭
瀬
川
と
東
川
の
合
流
部
の
改
修

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

検
討
し
た
結
果
、
中
堤
に
矢
板
を
打

つ
方
法
で
本
年
度
中
に
実
施
し
た
い
。

Ｑ　

自
家
井
戸
水
利
用
世
帯
か
ら
町
水

道
へ
の
切
り
替
え
は
進
ん
で
い
る
か
。

Ａ　

現
在
、
自
家
井
戸
水
利
用
者
の
切

り
替
え
は
難
し
い
が
、
新
規
住
宅
建

設
者
等
に
は
加
入
の
促
進
を
勧
め
て

い
る
。

Ｑ　

温
泉
南
駐
車
場
の
２
段
目
３
段
目

も
舗
装
で
き
な
い
か
。

Ａ　
「
道
の
駅
」構
想
で
高
さ
が
変
わ
る

為
、
と
り
あ
え
ず
水
が
た
ま
る
穴
だ

け
埋
め
る
よ
う
な
施
工
を
し
た
。

◎ 
町
道
の
路
線
認
定

◎ 
町
道
の
路
線
変
更

◎ 
平
成　

年
度
決
算
の
認
定

１７

・
一
般
会
計

・
北
部
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
・
南
部
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
温
泉
施
設
特
別
会
計

・
水
道
事
業
会
計

◎ 
平
成　

年
度
補
正
予
算

１８

・
一
般
会
計

・
北
部
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
・
南
部
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
温
泉
施
設
特
別
会
計

・
水
道
事
業
会
計

付 託 案 件

９月１３日開催

建
設
産
業
委
員
会

建
設
産
業
委
員
会

主
な
審
査
の
内
容

道の駅予定地

道の駅予定地
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漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁

Ｑ　

工
事
を
元
請
け
で
自
ら
や
っ
て
い
る

と
こ
ろ
と
、
元
請
け
は
看
板
だ
け
で
実

際
の
工
事
は
下
請
け
業
者
が
や
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
中
に
は
素
人
同
様

の
人
も
現
場
で
働
い
て
い
る
様
だ
が
、

町
と
し
て
工
事
の
施
工
、
管
理
は
十
分

か
。

Ａ　

工
事
の
施
工
に
つ
い
て
は
担
当
者
3

名
を
現
場
に
配
置
し
、
工
事
現
場
作
業

員
等
に
出
来
る
限
り
指
導
、
監
督
等

行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

池
田
町
の
今
ま
で
の
農
集
を
含
め
て

下
水
道
の
直
接
の
工
事
を
行
っ
て
い
る

会
社
は
全
て
経
験
の
あ
る
会
社
か
。
初

め
て
の
会
社
も
あ
る
か
。

Ａ　

下
水
道
工
事
の
関
係
で
は
、
現
在
下

請
け
に
入
っ
て
い
る
会
社
は
過
去
に
も

経
験
が
あ
る
。
成
瀬
建
設
に
つ
い
て
は

今
回
初
め
て
請
け
負
っ
た
。

Ｑ　

下
水
道
係
、
担
当
者
は
何
名
で
や
っ

て
い
る
の
か
。
人
員
が
不
足
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

現
在
、
３
名
体
制
で
や
っ
て
い
る
。

課
員
が
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
不
足
が
出
た
場
合
に
は
町

長
に
も
相
談
を
し
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ　

本
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
資
料
は
、

下
水
道
事
業
の
決
算
状
況
を
町
民
に
周

知
す
る
為
の
資
料
か
。
そ
れ
な
ら
ば
、

も
う
少
し
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
し
た

ら
ど
う
か
。

Ａ　

町
民
に
お
知
ら
せ
を
す
る
為
の
資
料

で
あ
る
。
も
う
少
し
工
夫
し
た
い
。

Ｑ　

家
屋
間
限
界
距
離
の
方
針
に
つ
い
て

は
料
金
改
定
を
含
め
、
全
体
計
画
、
今

後
の
見
通
し
を
検
討
す
る
な
か
で
決
定

し
た
ら
ど
う
か
。

Ａ　

町
民
の
方
々
に
下
水
道
の
現
状
を

知
っ
て
も
ら
い
、
下
水
道
事
業
の
内
容

を
十
分
に
説
明
し
て
行
き
た
い
。

　

以
上
、
委
員
会
と
し
て
、
公
共
下
水
道

事
業
に
つ
い
て
の
事
業
の
状
況
、
農
業
集

落
排
水
・
公
共
下
水
道
事
業
の
現
状
の
説

明
を
了
と
し
、
下
水
道
事
業
の
効
率
的
な

整
備
に
つ
い
て
も
報
告
を
了
と
し
、
継
続

的
に
審
議
し
て
い
く
事
に
な
っ
た
。

　

平
成　

年
度
下
水
道
管
路
工
事
施
工
区
域

１８

及
び
下
水
道
工
事
計
画
・
進
捗
状
況
等
、
下

水
道
事
業
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

農
業
集
落
排
水
・
公
共
下
水
道
事
業
の
現

状
に
つ
い
て
、
下
水
道
事
業
の
効
率
的
な
整

備
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。 ９月１２日開催

下
水
道
特
別
委
員
会

下
水
道
特
別
委
員
会

Ｑ　

補
助
金
は
ト
ー
タ
ル
で
約
５
千
余
万

円
が
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
既
に
町
が

単
独
で
２
割
カ
ッ
ト
し
て
実
行
さ
れ
て

い
る
。
交
付
団
体
の
精
査
が
さ
れ
て
お

れ
ば
説
明
さ
れ
た
い
。

Ａ　

個
々
に
精
査
し
て
一
覧
表
と
し
て
初

め
て
提
出
し
た
。
補
助
金
交
付
要
綱
に

従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
育
成
す
る
た
め

終
期
を
設
け
て
約　

団
体
に
交
付
し
て

７０

い
る
。

Ｑ　

支
出
費
の　

％
以
上
を
会
議
費
に
充

４０

当
、
営
利
、
非
営
利
目
的
団
体
の
振
興

普
及
に
育
成
期
間
を
付
け
て
補
助
し
て

い
る
が
、
非
営
利
団
体
の
み
と
し
た
ら

ど
う
か
。

Ａ　

今
後
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体

は
飲
食
費
（
会
議
費
）
に
使
用
す
る
こ

と
は
改
め
て
も
ら
う
。
な
お
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
中
で
よ
く
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

補
助
団
体
の
文
化
財
関
係
で
は
か
な

り
金
額
差
が
あ
る
が
、
そ
れ
な
り
の
理

由
は
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

Ａ　

対
象
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
第
三
者
機

関
に
も
検
討
願
う
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
あ
る
程
度
オ
ー
プ
ン
に
公
開
も

必
要
で
は
な
い
か
。
皆
さ
ん
の
い
ろ
い

ろ
な
知
恵
を
い
た
だ
き
慎
重
に
進
め
て

い
き
た
い
。

Ｑ　

補
助
交
付
金
の
み
で
な
く
、
負
担
金
、

委
託
料
、
旅
費
、
研
修
費
等
に
つ
い
て

も
解
り
や
す
く
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、

現
補
助
団
体
を
一
度
全
廃
し
て
最
初
か

ら
出
直
し
た
ら
ど
う
か
。

Ａ　

行
財
政
改
革
委
員
会
、
行
革
推
進
委

員
会
等
第
三
者
機
関
に
も
補
助
金
、
そ

の
他
、
よ
く
審
議
を
願
い
慎
重
に
改
革

を
進
め
て
い
き
た
い
。

団
体
補
助
金
交
付
状
況
に
つ
い
て

９月１４日開催

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　

行
財
政
改
革
を
行
う
な
か
で
、
団
体
へ
の

補
助
金
交
付
の
内
容
に
つ
い
て
初
め
て
委
員

会
に
明
示
さ
れ
説
明
を
受
け
た
。
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編

集

後

記

　

記
録
的
な
炎
暑
、
極
暑
も
よ
う

や
く
過
ぎ
去
り
、
秋
本
番
の
好
季

節
を
迎
え
た
。

　
　

歳
の
若
き
首
相「
安
倍
晋
三
」

５２
内
閣
も
誕
生
し
、
前
途
洋
々
と
し

た
船
出
を
思
わ
せ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
途
端
、
日
本
で

は
、
秋
の
連
休
を
襲
っ
た
台
風
を

超
え
る
低
気
圧
に
よ
る
「
強
風
・

荒
波
・
吹
雪
」
で
、
死
者　

名
、

１３

行
方
不
明
者　

名
の
被
害
者
が
で

２８

る
災
害
が
発
生
し
た
。
被
災
者
の

方
々
に
は
謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上

げ
る
。

　

ま
た
、
国
外
に
お
い
て
は
、　
１０

月
９
日
、
北
朝
鮮
が
発
表
し
た

「
核
実
験
を
実
施
し
成
功
し
た
。」

と
の
報
道
に
、
世
界
中
が
驚
愕
し

様
々
な
反
応
を
示
し
た
。
友
好
国

で
あ
る
ロ
シ
ア
、
中
国
ま
で
が
、

一
線
を
超
え
た
北
朝
鮮
に
対
し
て

「
無
条
件
の
批
難
」と
い
う
言
葉
で

批
判
し
た
。
北
朝
鮮
は
益
々
孤
立

化
の
道
を
選
択
し
た
。
そ
の
理
由

は
何
か
？

　

訪
中
、
訪
韓
中
の
出
来
事
に
安

倍
内
閣
は
、
ど
の
様
な
対
応
を
さ

れ
る
か
国
民
は
注
視
し
て
い
る
。

安
倍
首
相
の
真
骨
頂
を
期
待
す
る
。
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追　
　

悼

急
逝　

久
保
田
重
男 
議
員

　

平
成　

年
３
月
初
当
選
さ
れ
、
町
発
展
に

16

意
欲
を
燃
し
健
闘
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
４
月
よ
り
議
会
広
報
編
集
委
員

18

長
に
就
任
さ
れ
、
元
気
に
活
躍
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
８
月
４
日
急
逝
さ
れ
、
残
念
至

極
で
あ
り
ま
す
。
茲
に
議
員
一
同
、
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
哀
悼
の
誠
を
捧

げ
ま
す
。

　

池
田
町
般
若
畑
地
内
に
伝
わ
る
雨
乞
い
踊
り
で
あ
る
。

　

踊
り
子
は
、
胸
に
直
径　

㎝
余
の
太
鼓
を
抱
き
、
背
中
に

５０

は
２
ｍ
あ
ま
り
の
シ
ナ
イ
を
背
負
っ
て
太
鼓
と
共
に
、
笛
や

鐘
、
法
螺
貝
に
合
せ
て
踊
る
も
の
で
す
。
写
真
は
、
み
の
池

田
ふ
る
さ
と
祭
の
前
夜
祭
と
し
て
実
施
さ
れ
る
「
明
和
義
民

供
養
祭
」
に
奉
納
さ
れ
た
と
き
の
も
の
で
す
。

池
田
町
無
形
文
化
財

　

般
若
お
ど
り

武
将
供
養
祭（
国
枝
為
助
公
）

　

国
枝
氏
は　

世
紀
後
半
以
降
池
田
の
本
郷
一
帯
を
本
拠
と

１５

し
て
い
た
豪
族
で
、
太
郎
ヶ
城
の
築
城
、
龍
徳
寺
の
再
興
、

本
郷
城
の
改
修
及
び
、
城
下
整
備
、
市
場
の
奨
励
な
ど
、
地

域
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
。
こ
の
武
将
供
養
祭
は
、
み
の

池
田
ふ
る
さ
と
祭
の
初
陣
を
か
ざ
る
行
事
で
す
。


